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経
済
協
力
開
発
機
構
（
O
E
C
D
）
が
、
二
〇
〇
〇

年
か
ら
三
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
、
学
習
到
達
度

調
査
（
P
I
S
A
）
の
、
二
〇
〇
六
年
の
調
査
結
果

が
発
表
さ
れ
た
。
日
本
は
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
三

年
の
調
査
で
二
位
だ
っ
た
「
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
」

が
六
位
に
転
落
し
た
。
加
盟
国
平
均
を
五
〇
〇
点

に
換
算
す
る
と
、
日
本
は
五
三
一
点
で
、
ト
ッ
プ

の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
比
べ
る
と
三
二
点
も
下
回
っ

て
い
る
。
次
世
代
の
科
学
技
術
を
支
え
る
子
ど
も

た
ち
の
科
学
力
低
下
が
心
配
だ
。

　

私
ど
も
は
、
天
体
望
遠
鏡
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

な
ど
の
天
文
機
器
を
製
造
販
売
し
て
い
る
会
社
だ

が
、
早
く
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
の
重
要
性
を
認
識
し
、

一
九
八
一
年
に
社
内
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
投
映

す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
す
る
ソ
フ
ト
開
発
課
を

設
置
し
、
毎
年
二
〇
〇
作
品
以
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
全
国
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
に
提
供
し
て
き
た
。

　

一
九
九
八
年
一
二
月
、
一
〇
年
ぶ
り
に
小
・
中

学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、
児
童
に
生

き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
、
自
ら
学
び
自
ら

考
え
る
力
の
育
成
を
旗
印
に
、
小
・
中
学
校
で
の

五
藤　

信
隆

 
株
式
会
社
五
藤
光
学
研
究
所　

代
表
取
締
役
社
長

こ
れ
か
ら
は
コ
ン
テ
ン
ツ
よ
り
も

　
　
ノ
ウ
ハ
ウ
が
重
要

ご
と
う　
　

の
ぶ
た
か　
　

    　
　

1989年慶應義塾大学理工学部機械
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1992年株式会社五藤光学研究所
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理
科
教
育
な
ど
の
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
代

わ
っ
て
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
新
た
に
設
け
ら

れ
た
。
こ
れ
は
、
地
域
や
学
校
、
生
徒
の
実
態
に

応
じ
て
、
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
生
徒
の
興

味
・
関
心
等
に
基
づ
く
学
習
な
ど
創
意
工
夫
を
生

か
し
た
教
育
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
地
域
の
自
然
、
人
材
、
行
事
や
公
共
施

設
の
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
従
っ
て
、
地
域
の
博
物
館
や
科
学
館
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
館
な
ど
の
果
た
す
役
割
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月
に
代
表
取
締
役
社
長

に
就
任
し
た
が
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
に
子
ど
も

た
ち
が
学
習
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
供
給
す
る
よ
り

も
、
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
に

学
ん
で
も
ら
え
ば
よ
り
学
習
効
果
が
上
る
か
、
と

い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
供
給
す
る
方
が
重
要
だ
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
年
の
九
月
に
改

正
地
方
自
治
法
の
施
行
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の

「
公
の
施
設
」
の
管
理
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度

が
導
入
さ
れ
た
時
、
積
極
的
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

館
の
管
理
運
営
に
乗
り
出
す
こ
と
に
し
た
。
現
在
、

北
九
州
市
立
児
童
文
化
科
学
館
と
新
潟
県
立
自
然

科
学
館
、
新
・
仙
台
市
天
文
台
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
の
管
理
運
営
を
受
託
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
で
手
軽
に
利
用
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
望
遠
鏡
を
、
母
校
で
あ
る
慶
應
義
塾
大
学

と
共
同
で
開
発
す
る
際
に
、
ハ
ー
ド
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
を
使
っ
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
同
時

に
開
発
す
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
、こ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
望
遠
鏡
は
ま
だ
開
発
の
途
上
だ
が
、
私
ど

も
の
会
社
の
屋
上
と
慶
應
義
塾
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
学
院
に
設
置
し
、
同
大
学
の
総
合
教
育
セ
ミ

ナ
ー
で
、
学
生
た
ち
が
木
星
の
衛
星
の
位
置
観
測

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
解
析
し
て
木
星
本
体
の
質

量
を
算
出
す
る
と
い
う
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
も
っ
と
多
く
の
場
所
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
望

遠
鏡
を
設
置
し
、
小
学
生
や
中
学
生
に
も
使
っ
て

も
ら
い
、
科
学
す
る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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※本コーナーは、弊会ホームページでもご覧頂けます。

次
号
は
、
　

慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
物
理
情
報
工
学
科
教
授
、

伊
藤
公
平
氏
に
お
願
い
し
ま
す
。

リレーエッセイ　　　今月のご執筆者に次号のご執筆者をご紹介頂いております。


